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会    議    録 

会 議 の 名 称 平成 28 年度第 3 回弘前圏域定住自立圏共生ビジョン懇談会 

開 催 年 月 日 平成 29 年 2 月 10 日（金） 

開始・終了時刻 10 時 00 分 から 10 時 40 分 まで 

開 催 場 所 弘前地区消防事務組合消防本部 3 階 大会議室 

議 長 等 の 氏 名 北原 啓司 

出 席 者 

座長 北原 啓司  副座長 藤田俊彦  委員 石澤 誠 

委員 吉原 則幸  委員 南 直之進  委員 加藤 尚徳 

委員 大川 誠   委員 髙野 悟   委員 對馬 省次 

委員 永澤 俊之  委員 木村 玲子  委員 虎谷 誠二 

委員 坂田 隆昭  委員 山中 俊彦  委員 石澤 美幸 

委員 成田 志穂 

欠 席 者 
委員 櫛引 利貞  委員 久保 順一  委員 齋藤 憲法 

委員 小野 正幸 

オ ブ ザ ー バ ー 青森県中南地域県民局地域連携部地域支援室副室長 岡村 正彦 

事 務 局 職 員 の 

職 氏 名 

ひろさき未来戦略研究センター副所長  森岡 欽吾 

ひろさき未来戦略研究センター情報分析・行革・連携担当総括主幹 白戸 麻紀子 

ひろさき未来戦略研究センター情報分析・行革・連携担当主事   下山 千嘉 

ひろさき未来戦略研究センター情報分析・行革・連携担当主事   冨田 正史 

構 成 市 町 村 

職 員 の 職 氏 名 

黒石市 企画財政部企画課係長 藤本 洋平 

平川市 企画財政課係長 小山内 浩孝 

藤崎町 企画財政課主査 石澤 妙子 

板柳町 企画財政課主事 竹内 南美 

大鰐町 企画観光課係長 長利 清永 

田舎館村 企画観光課主幹兼企画係長 工藤 康人 

西目屋村 総務課課長補佐 三上 学 

連携施策担当課 

職 員 の 職 氏 名 

人材育成課主幹 一戸 拓利 

人材育成課主事 加藤 秀治 

防災安全課課長補佐 村元 広美 

ひろさき未来戦略研究センター総括主幹 秋田 美織 

情報システム課課長補佐 羽場 隆文 

情報システム課主事 長尾 優子 

市民協働政策課総括主査 三上 千佳子 

子育て支援課主幹 間山 博樹 
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健康づくり推進課係長 渋谷 輝之 

農業政策課主査 竹谷 拓 

産業育成課主査 尾崎 健一 

産業育成課主事 猪股 豪 

国際広域観光課課長補佐 石井 啓之 

国際広域観光課主査 佐々木 伸也 

都市政策課交通政策推進室室長 小山内 孝紀 

環境管理課主査 田中 孝二  

環境管理課主査 成田 一行 

文化財課文化財保護係長 小石川 透 

文化財課主事 吹田 昴平 

会 議 の 議 題 

（１）第 2 回懇談会での意見に対する回答について 

（２）パブリックコメントの実施状況について 

（３）今後のスケジュールについて 

会 議 結 果 下記会議録のとおり 

会議資料の名称 

資料 1 第 2 回ビジョン懇談会での意見に対する回答一覧 

資料 2 第 2 次弘前圏域定住自立圏共生ビジョン（案） 

パブリックコメント実施時 

資料 3 第 2 次弘前圏域定住自立圏共生ビジョン事業費一覧表※上記と同様 

資料 4 今後のスケジュール 
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会 議 内 容 

（発言者、発言内

容、審議経過、結論

等） 

 

１．開会 

 

２．議事 

（１）第 2回懇談会での意見に対する回答について 

（事務局） 

 第 2回懇談会での意見に対する回答を説明。 

 

【主な質疑応答】 

（副座長） 

病児病後児保育事業について 

この利用状況を踏まえて、圏域内で利用者の負担額を一律にするこ

とは可能か。 

（施策担当課） 

 弘前市の場合は、利用者の 9割ほどが弘前市のお子さんだが、黒石

市・平川市・藤崎町などではほぼ全員が自市町村のお子さんが利用さ

れている。利用者の負担額を一律にするかどうかはもう少し検討が必

要だと考えている。 

（委員） 

空き地空家バンクの広域化について。 

 協議中とのことだが、危険家屋の調査は全国的にも進んでいないの

で、ぜひ入れていただきたい。 

 また、観光の入り込み数の経済効果を示してほしい。 

 外国人の入り込み数については、外国人が宿泊するホテルは分かる

ので、アンケート等で把握をしてほしい。 

（事務局） 

 空き地・空き家バンクについては、本日担当課が不在のため、担当

課に伝える。 

（施策担当課） 

 経済効果については、県で出している観光消費額に準じて、圏域で

の観光消費額を算出していく。 

 外国人宿泊者数は弘前市では把握できているが、圏域では把握でき

ていないので、提案内容を協議会で共有する。 

（座長） 

空き地・空き家バンクについて。 

 法律が改正され、市の意向で危険家屋を撤去できるようになった。

仲介だけでなく、危険家屋の調査についても担当課に伝えてほしい。 

（事務局） 

 担当課に伝える。 
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（委員） 

小児の定期接種以外の助成について 

 いい薬を使うと助成が高いのか。 

（施策担当課） 

基本的にワクチンは一緒だが、助成額は各市町村で決定しているの

で、詳しいことは分からない。 

（委員） 

地域公共交通について。 

基本目標の指標となっている圏域公共交通分担率とは何か。 

説明を明記した方がいいのではないか。 

（施策担当課） 

説明については明記させていただく。 

公共交通分担率とは、国勢調査で調査した従業地・通学地に公共交

通を利用している人の人口に対する割合。人口は減っていく推計では

あるが、公共交通の利用率を上げていくことを目標とした。 

 

（２）パブリックコメントの実施状況について 

（事務局） 

 パブリックコメントの実施状況について、０件という結果であっ

た。 

（座長） 

 この懇談会に限らず、弘前市役所としてパブリックコメントを多く

の市民に出してもらうためにはどうすればよいかを考えた方がいい

のではないか。 

 

（３）今後のスケジュールについて 

（事務局） 

 今後のスケジュールを説明。 

（座長） 

 構成市町村との個別協議や市町村長会議で定住自立圏共生ビジョ

ン案が変更となった場合は、委員にどのように通知されるのか。 

（事務局） 

 決定した内容を委員には事前に通知する。その際、変更点があれば

変更点が分かるように通知をする。 

 

３．閉会 

 

その他必要事項 
・会議は公開である。 

・傍聴者数 ２名 

 


